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三
月
十
一
日
、
長
浜
町
漁
業
協
同
組

合
魚
市
場
前
の
港
湾
内
で
午
後
八
時
か

ら
N
H
K
歌
謡
ホ
l
ル
の
生
中
継
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
演
歌
歌
手
の
神
野
美
伽
さ

ん
を
迎
え
て
、
漁
業
者
に
固
ま
れ
て
「
男

船
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
東
京
の

N
H

K
ホ
l
ル
と
結
ん
で
の
中
継
と
い
う
こ

と
で
お
よ
そ
三
百
人
が
つ
め
か
け
、
花

火
も
打
ち
上
げ
て
、
港
町
旅
情
演
歌
で

長
浜
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
伊
予
市

の
隅
田
和
夫
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
こ

た
え
て
、
東
京
の
ホ
l
ル
で
は
「
兄
弟

船
」
「
祝
船
」
な
ど
港
町
を
舞
台
に
し
た

旅
情
演
歌
を
歌
い
、
神
野
美
伽
さ
ん
は

船
上
で
ス
ズ
キ
の
さ
し
み
を
ほ
お
ば
り

な
が
ら
長
浜
の
旅
情
を
リ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
し
た
。
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臨時議会@料金改定など

長
浜
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
二
月

二
十
五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

長
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
、
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
、

請
負
契
約
の
締
結
(
変
更
)
に
つ
い
て

な
ど
の
議
案
五
件
、
例
月
出
納
検
査
報

告
の
議
報
告
二
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
、
議
報
告
は
受
理
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

長
中
校
舎
改
修

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
に
四
百
五

十
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
四

十
億
一
千
八
百
九
十
五
万
八
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
の
は
、
長
浜
中
学

校
の
校
舎
改
修
工
事
の
工
事
請
負
費
が

お
も
な
も
の
で
す
。

助
産
費
十
三
万
円
に

国
民
健
康
保
険
条
例

長
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
助
産
費
と
し
て

十
万
円
支
給
し
て
い
た
も
の
を
、
昭
和

六
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
十
三
万
円
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
負
契
約
三
件
承
認

次
の
一
二
件
の
請
負
契
約
(
変
更
)
を

締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改
善

対
策
改
修
工
事
(
分
割
二
一
)
は
、
四
千

五
百
二
万
六
千
円
で
長
浜
建
設
と
、
昭

和
六
十
年
度
町
道
大
平
線
改
良
工
事
は

三
千
万
円
で
一
宮
工
務
庖
と
、
昭
和
五

十
九
年
度
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
大

谷
口
地
区
道
路
新
設
工
事

(
B
工
区
)

一
億
三
千
六
百
五
十
万
一
千
円
で
西
田

興
産
と
そ
れ
ぞ
れ
変
更
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

有
線
電
話
使
用
料

四
月
か
ら
蜘
円

こ
れ
ま
で
一
か
月
七
百
円
だ
っ
た
有
線

電
話
使
用
料
が
、
四
月
一
日
か
ら
九
百
円

に
な
り
ま
す
。
親
子
電
話
と
し
て
併
設

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
台
に
つ
い
て

四
百
五
十
円
加
算
と
な
り
ま
す
。
今
回

は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
改
定
を
行

な
っ
て
以
来
五
年
ぶ
り
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料
な
ど
徴
収

屋
内
運
動
場
、
勤
労
者
セ
ン
タ
ー

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
長
浜

町
立
学
校
屋
内
運
動
場
の
使
用
料
金
が

改
定
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
一
回
に
つ
き

五
百
円
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
照
明
を
使
用
す
る
場
合
は
別

表
の
通
り
照
明
使
用
料
金
が
必
要
で
す
。

水
銀
灯
照
明
施
設
に
よ
る
屋
内
運
動
場

は
一
回
に
つ
き
千
円
、
水
銀
灯
以
外
の

場
合
は
百
円
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、

光
熱
水
費
な
ど
の
増
高
に
よ
り
利
用
者

の
方
に
も
一
部
負
担
し
て
頂
き
、
運
営

経
費
に
当
て
る
た
め
で
す
の
で
、
ご
理

解
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

勤労者体育センター照明施設使用料

使用時間 使用料金

8 時 30 分~ 12時 1 ，000円

8 時 30 分~ 17時 2，000円

8 時 30 分~ 22時 3，000円

12 時~ 17 時 1 ，000円

17 時~ 22 時 1 ，000円

屡外運動場照明施設使用料

施 壬日凡又 1'; 使用料金

柴小学校屋外 j亘書J場照明 l匝lにつき 300円

匝l氏運動場クロ yケ←・出海小 イシ 40QFIJ 

櫛生小学校屋外運動場照明 ん 500円

長中テニスコート・喜多灘小 " 600円

大和小・豊茂小学校屋外運動場照明 ろ， 600円

長中. ~I i竜小・町民運動場照明 " 1‘OOOfIJ 

補
助
券
の
交
付
を
受
け
て

マ
ッ
サ
ー
ジ
補
助

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に

支
給
さ
れ
て
い
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
か

か
る
と
き
の
補
助
制
度
が
、
四
月
か
ら

変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
受
給
資
格
証
を
見
せ
て

受
け
て
い
た
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
は
役

場
で
補
助
券
の
交
付
を
受
け
て
か
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
回
数
は
、
一
年

間
(
四
月
か
ら
三
月
ま
で
)
に
六
固
ま

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
役
場
住
民
課
で
行
い
ま
す

の
で
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

二
人
目
の
子
供

に
も
支
給

児
童
手
当

6
月
1
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
、
昭
和

六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
二
人
目
の
子

供
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
段
階
的
に
支
給
対
象
が
か

わ
り
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
は
第

二
子
、
第
三
子
へ
の
支
給
が
就
学
前
ま

で
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
や
届
書
の
書
き
方

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
課
(
密

臼

I
l
l
-
-
有
2
0
6
3
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改
正
さ
れ
る
内
容
は
次
表
の
通
り
で

す。

{
新
し
い
児
童
手
当
制
度
}

昭
和
白
年
6
月

1
aか
ら
実
施
。

工頁 目 現行制度 改 正 後

支給対象児 義務教育終了前の第3子以降の 義務教育就学前の第2子以降の

童の範囲 児童 (18歳未満) 児童 (18歳未満)

支給期間 義務教育終了まで 義務教育就学前まで

@市町村民税所得割額の有る者 @第2子 月額 2，500円

手当月額
月額 5，000円

@制I村民税所得割額の無い者 @第3子以降 月額 5，000円

月額 7，∞0円

{
新
制
度
の
実
施
方
法
}

段
階
的
に
支
給
対
象
が
変
わ
り
ま
す
。

昭和63年度
(S 63.4.1-64.3.31) 

(晶子)(第二子)
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四
月
六
日

か
ら
十
五
日

ま
で
春
の
全

国
交
通
安
全

運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
広

く
皆
さ
ん
に

交
通
安
全
思

想
、
交
通
道

徳
を
普
及
徹

底
し
、
正
し

い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習

慣
守
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て

交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

運
転
の
重
点
目
標
は
、

①
シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ソ
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
②
子
供
と
高
齢
者
の

事
故
防
止
③
二
輪
車
の
無

謀
運
転
の
追
放
で
す
。

春の全国交通安全運動
4月68--15自

件
数
、
傷
者
増
加

昭
和
六
十
年
大
洲
警
察

署
管
内
の
交
通
事
故
は
、

発
生
二
百
七
十
件
、
死
者

八
人
、
傷
者
三
百
六
十
四

人
で
、
発
生
件
数
、
傷
者

と
も
著
し
く
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

交
通
容
量
の
増
加
と
運
転
者
自
身
の
モ

ラ
ル
低
下
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。死
亡
事
故
の
特
徴
は
、
十
月
以
降
に

五
件
、
五
人
と
集
中
し
て
発
生
し
た
こ

園田......... 盟春の交通安全運動・国喪年金

と
と
、
国
道
五
十
六
号
を
中
心
に
そ
の

付
近
を
含
め
て
五
件
発
生
し
た
こ
と
で

す
。
加
因
別
で
は
、
暴
走
二
件
、
前
方

不
注
視
等
の
安
全
運
転
義
務
違
反
が
五

件
、
踏
切
で
の
一
時
不
停
止
が
一
件
で

年
齢
別
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

が
三
人
、
五
十
代
の
働
き
ざ
か
り
が
二

人
と
高
齢
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
道
路
交
通
法
の
改
正
も
あ
り

変通事故の椙談iま
お気軽にどうぞ、

無料でご椙談にftじております

午前9時半~午後4時40分
土曜日は正午まで(第2土曜日は休みます)
。専門の相談員が親身になってこ相談に応じます。

。弁護士椙談日:毎週木曜日午後1時~4時

ま
し
た
が
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
①
運
転
者
、
歩
行
者
、
一
人

一
人
が
正
し
い
交
通
ル
!
ル
を
実
践
す

る
こ
と
②
車
に
乗
る
時
は
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
③
二
輪
車

に
乗
車
す
る
時
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
が
長
も
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ

け
て
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

長浜町内事故発生状況

社団法人日本損害保検協会

霊嬢自動車保験講求相談センター
松山市花園町1-3日本生命松山市駅前ビル6階

密 0899(45)2335・5500
¥ミ 55 56 57 58 59 60 

発生 23 25 14 20 29 32 

死者 つ つ〕 1 I 3 2 

傷者 I24 35 15 I 30 I 35 I 38 

電話のご相談も

お受けします

日本の国土は3分の2力、森林

この数字だけを見ると、わが国は

世界有数の森林固ということにな

ります。しかし、国土力、狭く人口

も多いため、国民|人当たりの森

林面積はわずか0.23へクタ ル。これは世界平均の 5介の

|にしかすさません。

このように、森林の絶対面積の少ないわ力、国では、単に

森林を維持保存するだけでなく、積極的に緑を増やしてい

く必要があります。

「緑の羽根」募金運動は、みなさん力、ら寄せられたお金

を、水源林、災害防止林などの維持造成のために、また、

学校、都市、観光地などの環境緑化に役立てるものです。

わたしたちの緑、大切な緑が街中にあふれるよう、 「緑

の羽根」募金運動にご協力をお願いします。

間最襲"毒E増やそうf
「緑の羽根」募金運動

第
3
号
被
保
険
者
の

届
出
は
お
す
み
で
す
か

国

民

年

金

四
月
一
日
か
ら
国
民
年
金
共
通
の
基

礎
年
金
を
支
給
す
る
年
金
制
度
と
し
て

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
今
ま
で
任
意
加
入
の
対
象
と
さ

れ
て
い
た
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど

の
加
入
者
の
配
偶
者
で
、
二
十
歳
か
ら

六
汁
歳
未
満
の
人
は
、
新
し
い
国
民
年

金
に
全
員
加
入
し
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
等
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
の

う
ち
、
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
さ
れ
、
保
険

料
は
ご
主
人
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
ま
と
め
て
払

わ
れ
る
た
め
、
保
険
料
を
個
別
に
負
担

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
任

意
加
入
し
て
い
た
方
に
は
、
三
月
末
ま

で
に
届
出
て
頂
き
ま
し
た
が
、
届
出
を

忘
れ
て
い
た
方
、
四
月
一
日
か
ら
第
三

号
に
な
ら
れ
た
方
は
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
出
に
持
参
す
る
も
の

①
ご
主
人
の
年
金
手
帳

①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
(
共
済
組
合

員
証
)

①
あ
な
た
の
年
金
手
帳
(
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
が
あ
る
人
)

①
印
鑑
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
年
金

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



平
均
寿
命
が
延
び
、
人
生
八
十
年
と

な
っ
た
現
在
、
高
年
齢
者
や
子
育
て
の

一
段
落
し
た
婦
人
の
再
就
職
希
望
者
が

急
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
で

き
る
新
し
い
町
づ
く
り
を
考
え
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
一
体
と
な
っ
て
海
と
緑

の
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
産
業
、
文

化
、
観
光
の
町
を
目
指
し
て
大
き
く
飛

躍
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

(
今
坊
・
中
見
由
香
里
・
お
歳
)
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想
の
下
に
、
白
滝
公
園
周
辺
の
開
発
計

画
を
再
検
討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

単
な
る
山
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
を

=
一
十
年
で
県
下
屈
指
の
観
光
地
に
育
て

あ
げ
た
大
洲
市
の
冨
士
山
一
帯
の
公
園

化
計
画
を
他
山
の
石
と
さ
れ
る
よ
う
希

望
し
ま
す
。

国
の
資
金
と
労
力
を

由
滝
公
園
圏
辺
の
開
発

開
発
に
は
必
ず
功
罪
が
伴
い
、
功
の

み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
慎
重
な
検
討

を
要
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
開
発
的
視

点
に
立
っ
て
二
一
日
う
な
ら
ば
、
国
の
資
金

と
労
力
を
導
入
で
き
る
よ
う
な
規
模
構
(
白
滝
・
上
田
正
・
百
歳
)

よ
り
よ
き
ふ
る
さ
と
い
つ
く
り
に

大
越
、
須
合
田
集
会
所
が
完
成

ま
た
、
白
滝
の
須
合
団
地
区
に
完
成

し
た
須
合
田
集
会
所
は
、
木
造
か
わ
ら

ぶ
き
平
家
建
て
で
、
建
築
面
積
は
一

O

一
了
一
四
平
方
灯
。
集
会
室
は
二
十
一

畳
、
十
畳
、
田
・
五
畳
の
三
室
で
、
建

設
費
は
八
百
三
十
八
万
円
。
着
工
は
、

昨
年
九
月
二
十
日
、
完
成
は
六
十
一
年
一

月
二
十
一
日
完
成
し
た
も
の
で
す
。
同

地
区
の
二
十
九
世
帯
が
活
用
し
て
、
よ
り

よ
き
ふ
る
さ
と
マ
つ
く
り
を
目
指
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
タ
ハ
コ

を
買
っ
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
、

五
十
九
年
度
は
四

千
百
十
四
万
三
千

三
一
百
五
十
円
の
タ

バ
コ
消
費
税
が
町

の
台
所
に
入
り
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
タ

バ
コ
を
買
う
と
き

は
町
内
で
買
っ
て

く
だ
さ
い
ネ
。

黒
い
服
装
や
め
て

夜
の
マ
ラ
ソ
ン

先
日
ク
ル
マ
で
松
山
ま
で
走
っ
た
の

で
す
が
、
寒
い
中
チ
ラ
ホ
ラ
、
マ
ラ
ソ
ン

を
さ
れ
て
い
る
方
を
見
か
け
ま
し
た
。

犬
と
い
っ
し
ょ
に
、
夫
婦
で
、
親
子
で
、

あ
る
い
は
一
人
で
白
い
息
を
は
き
な
が

ら
走
っ
て
お
ら
れ
る
の
を
見
で
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
で
な
が
め
て
い
ま
し
た
。

自
分
な
り
の
健
康
づ
く
り
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
夜
の
マ
ラ
ソ
ン
は
少
く
な

り
ま
し
た
が
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
は
や
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
運
転
し
て
い

て
ド
キ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

(
豊
茂
・
谷
本
こ
づ
え
・
お
歳
)

とタバコは
町内でミ

盤調モニタ一つうしん@一議ですコンニチハ

運~~

赤
水
対
策
を

水
道
使
用
料
改
定

水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
感
じ

た
こ
と
は
、
値
上
げ
は
仕
方
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
断
水
後
の
赤
水
処
理
に
つ

い
て
各
家
庭
に
赤
水
が
出
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

う
に
努
力
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
櫛
生
・
櫛
笥
益
一
・
日
歳
)

白
滝
の
須
合
田
地
区
と
大
越
地
区
に

こ
の
ほ
ど
集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

大
越
集
会
所
は
、
木
造
か
わ
ら
ぶ
き

二
階
建
て
で
、
建
築
面
積
は
九
一
。
二

O
平
方
灯
。
集
会
室
は
、
十
二
・
五
畳
、

八
畳
、
六
畳
の
三
室
で
建
設
費
は
七
百

四
十
八
万
円
。
昨
年
九
月
二
十
日
に
着

工
し
て
、
今
年
一
月
十
七
日
に
完
成
し

た
も
の
で
す
。
同
地
区
の
二
十
二
世
帯

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
に
役
立
て
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

直言

圃
閣

圃

新
し
い
町
守
つ
く
り
を

H
白
滝
俳
句
会
H

婦
人
の
再
就
職

一
宮
菊
枝

紅
梅
の
点
で
は
じ
ま
る
芽
ぶ
き
か
な

上
回
ミ
ツ
子

冬
陽
背
に
安
ら
ぎ
の
部
屋
針
運
ぶ

都
築
一
子

筆
を
見
て
春
風
を
た
し
か
む
る
坂
田
ス
ミ
子

雨
降
れ
り
春
の
火
鉢
に
手
を
寄
せ
て

上

田

正

索
道
の
谷
に
弛
み
て
梅
固
し

一

い

く

つ

か

の

名

前

の

引

ら

良

い

名

前

だ

と

思

つ

副

了
¥
L
U

皇
と
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
子
が
大
き
く
な
っ
て
気
に
入
つ

一
勺
・
峰
山
)
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
子
宝
に
恵
ま

戸
高
ヶ
柴
れ
な
か
っ
た
我
家
に
と
っ
て
、
絵
里
は
長
男
の
時
と
同
じ

立
京
以
一
一
パ
よ
う
に
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
貴
重
五
存
在
で
す
o

大

r

'

摂い

j
f
Fも
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
日
だ
ま
り
的
な
存
在
が
薄
れ
る
の

与
に
~

d

は
寂
し
い
さ
夕
、
J
K

一一

4
1
7
1
2
%
建
議
選
挙
れ

一
一
一
一
一
戸
一
一
一
ゃ
こ
と
で
す
統
一

:
i二一
一
一
一
口
斉
藤
ま

一

竹

内

ふ

.

ち

が

、

将

来

選

欝

覇

h-ふ古川山川一
raid託
生

i:J，一円、

L
L
R
7
4
、一
f
j

一
旬
、
襲
撃
議
議
離
令
示
品
J

山
~
一
組
一
霊

一

r?一一
里

U
H
U
J
j欝
鴇
誠
一
三
一
川
一
一
一
定
行
間

一
品
川
fdL

会

し

、

幸

せ

議

整

f-品川一一一

ι1ri--夜一月

r
G
h
f
a

議

な

人

生

を

議

襲

撃

一

一

三

一

三

万

三

審

議

4

で
い
…
間
一
山
…

1
4鑓
欝
院
長
七
一
一
民
一
一
一
一
一
一
三
麟
鶴
市
庁

J
H
J
.
i
'
z
L
し
?
と
足
襲
撃
瀦
難
題
懇
繁
一
式
清
涼
;
土
庁
議
、
?
三
百
人
~ihF71
引

一
一
一
藤
一
一
…
纏
い
ま
す
o

騒
騒
騒
J
一一一……一一一い

U主
主

ふ

い

冊

一

一
一
一
川
ベ
ソ
一
一
…
(
父
H
徳
山
和
敬
さ
ん
お
歳
母
H
加
代
子
さ
ん
叫
歳
)
)

翠璽璽

岡
野
ノ
ブ
子

豆
妙
り
て
残
り
香
淡
き
夕
厨清
水
禎
子

三
つ
編
み
の
少
女
の
福
耳
春
立
て
り

好

崎

碧

泉

鳴
も
ぐ
る
波
紋
に
山
の
影
み
だ
る

上
回

釣
舟
の
た
ゆ
た
ふ
春
の
波
遊
ぶ

重量盟霊畢電彊置昆毎軍軍E翠盈Z

孝
子

大

越

集

会

所

須

合

田

集

会

所
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冨璽璽盟国圃圃歯車-

ゑ
傍
勿
省
嫌
。
γ〆

消
防
設
備
士
試
験

6
月
8
日
実
施

昭
和
六
ト
一
年
度
消
防
設
備
士
試
験

が
次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
の

{
試
験
の
種
類
]
甲
種
消
防
設
備
士
試

験
マ
乙
種
消
防
設
備
上
試
験
{
試
験
月

日
}
昭
和
六
十
一
年
人
月
八
日
{
討
験

会
場
一
愛
媛
大
学
教
養
部
{
願
書
提
出

先
}
制
消
防
試
験
研
究
七
ン
タ
1

栄

媛
県
支
部
〒
瑚
松
山
市
三
番
町
三
丁

目

四

二

O
南
洋
ピ
ル
三

F
(
怨
0
8

9
9
1
m
U
8
8
0
8
)
{
願
書
提
出

期
間
一
四
月
一
一
十
三
日
j
四
月
二
十
八

日
一
受
験
手
数
料
}
甲
種
五
千
円
マ
ム

種
三
千
四
百
円

詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
を
媛
県
支
部
へ
お
問
い
九
日
わ
せ

く
だ
さ
い
。

司自園田E豊富喜三E圃盤霊童書司君 なと夕、吋晴措置騨同同捜闘開閉眠時制伶圏II:~家庭看護のABC 。日曜当直医 E

四
級
、
五
級
海
技
士

船
舶
職
員
養
成
講
習
会

昭
和
六
十
一
年
度
第
一
同
船
舶
職
員

養
成
講
習
会
(
四
級
海
技
士
以
下
)
が

次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
万
は
、
申
込
書
に
所
定
の
事

項
を
記
入
し
て
申
込
金
六
千
円
を
添
え

西
海
町
船
舶
総
員
養
成
講
智
所
蚕

0

8
9
5

白

0
2
2
2
)
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

{
講
習
期
間
}
四
月
十
日
i
六
月
九
日

〔
講
習
場
所
}
西
海
町
船
舶
職
員
養
成

講
習
所
{
受
講
資
絡
】
船
舶
職
員
法
の

乗
船
腹
歴
を
有
し
、
試
験
開
始
日
の
前

日
ま
で
に
十
九
歳
九
か
月
に
達
す
る
者

{
受
講
料
}
四
級
海
技
士
十
二
万
円

マ
五
級
海
技
士
十
万
円

山
相
毒
の
目
的
抵
抗
力
の
落
ち
て
い

る
病
人
に
、
外
か
ら
病
気
の
パ
イ
菌
を

持
ち
込
ん
で
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
、

ま
た
、
病
人
の
パ
イ
菌
を
ほ
か
の
人
に

う
つ
き
な
い
た
め
に
行
い
ま
す

病
人
を
看
護
す
る
と
き
は
、
専
用
の

エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
、
看
護
の
あ
と
ほ
、

は
ず
し
ま
す
。
は
ず
し
た
エ
プ
ロ
ン
は
、

病
安
か
ら
出
た
ら
中
表
に
た
た
ん
で
お

き
ま
す
f

日
常
の
仕
事
や
家
ポ
に
使
、
っ

エ
プ
ロ
シ
ー
と
は
っ
き
り
区
恥
し
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い

wv
手
洗
い

の
励
行
ふ

看
護
め
前
後
に

は
、
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

洗
、
っ
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

注
意
し
て
く
だ
さ
い
c

@
ツ
メ
の
中
は
パ
イ
菌
の
巣
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
問
く
切
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
と
、
指
輪
は
は
ず
し
て
く
だ
き
い
。

指
輪
の
下
の
パ
イ
菌
は
、
手
を
き
れ
い

に
洗
っ
て
も
残
り
が
ち
だ
か
ら
で
す
0

・
せ
っ
け
ん
を
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
で
洗
う
。

-
汚
れ
を
落
と
し
た
あ
と
は
、
す
す
ぎ

を
十
分
に
す
る
。

。
手
を
ふ
く
手
ぬ
ぐ
い
や
タ
オ
ル
は
清

消
毒
何

愈
入
り
に

潔
な
も
の
を
位
、
っ
。

'v汚
物
の
処
理
&

た
ん
や
鼻
汁
を
と
っ
た
チ
リ
紙
な
ど

は
、
紙
で
作
っ
た
ゴ
ミ
箱
一
戸
ペ
ー
パ
ー

バ
ッ
ク
)
に
入
れ
た
ま
ま
焼
き
拾
て
る

か
、
上
に
埋
め
ま
す
。
ポ
リ
袋
に
入
れ

て
捨
て
る
と
き
は
、
口
を
し
っ
か
り
し

ば

7vi¥間
じ
て
お
き
ま
す
。

wv
食
器
の
消
毒
A

ま
ず
、
病
人
の
氏
べ
残
し
た
も
の
は

しも

の
業
沸
は

@ 

ペ
ー
パ
ー
パ
ー
ク
な
ど
に
入
れ
て
治
て

ま
す
。
残
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
ほ
か
の

人
が
食
べ
た
り
、
ま
た
、
犬
や
猟
に
食

べ
さ
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
c

病
人
の
食
器
は
、
他
の
家
族
の
も
の

と
は
別
に
洗
い
、
洗
っ
た
あ
と
は
必
ず

熱
湯
を
か
け
ま
す
。

伝
染
性
の
病
気
で
、
医
師
の
指
示
が

あ
る
場
合
に
は
、
食
べ
残
し
た
も
の
を

始
末
し
な
後
、
食
器
を
洗
わ
ず
に
そ
の

ま
ま
煮
沸
消
毒
か
薬
液
消
車
り
を
行
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
病
原
菌
は
摂
氏
百
度

一

i

l

-

-

し

で
五
分
間
交
沸
す
れ
ば
死
に
ま
す
が
、

な
る
べ
く
十
j
十
五
分
く
ら
い
煮
沸
し

て
く
だ

5
ぃ。

煮
沸
す
る
た
め
の
容
器
は
、
蒸
し
器

す
ん
と
τ
つ
な
べ

や
す
胴
鍋
の
よ
う
な
、
食
器
類
が
す
べ

て
完
全
に
沿
に
法
る
よ
う
な
た
っ
ぷ
り

し
た
大
き
さ
の
も
の
を
用
意
し
ま
す
。

消
毒
後
の
食
器
を
と
り
だ
す
た
め
の
答

も
一
緒
に
入
れ
て
者
'
沸
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
液
消
毒
は
、
煮
沸
の
場
合
と
同
様

食
器
の
汚
れ
を
落
と
し
て
か
ら
逆
性
石

け
ん

0
・
二
五

j
0
・
五
%
溶
液
に
食

器
を
二
時
間
ほ
ど
浸
す
消
毒
方
沙
門
。
プ

ラ
ス
チ
ソ
ク
な
ど
、
煮
沸
に
向
か
な
い

食
器
の
消
毒
に
用
い
ま
す
。

決
液
消
毒
を
す
る
時
は
、
食
器
に
有

機
物
聞
が
付
着
し
て
い
る
と
消
毒
効
果

が
落
ち
る
の
で
、
汚
れ
を
よ
く
落
と
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
液
に
、
品
目

し
た
後
は
、
流
本
で
よ
く
洗
っ
て
く
だ

さ
い衣
類
や
寝
具
は
、
ふ
つ
う
洗
濯
を
し

て
太
陽
光
線
で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
十
閃
の
大
部
分
は
除
く
こ
と
が
℃

き
ま
す
。
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
と
史
に

消
毒
で
き
ま
す
が
、
ア
イ
ロ
ン
を
使
え

な
い
枕
や
布
団
、
マ
ノ
ト
レ
ス
な
ど
は

直
射
日
光
に
六
j
八
時
駐
さ
ら
す
こ
と

で
消
毒
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き

土
」
ヱ
ヲ
。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
h

り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
訟
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

①
4
月
G
H

菊
池
医
院
愈
②
0
2
0
9

①
4
月
日
日
門
屋
医
院
合
@
0
2
0
2

@
4
月
初
日
辻
同
一
院
怨
⑫
0
1
7
4

①

4
月
訂
日
石
村
病
院
宮
@
0
2
7
5

@
4
月
却
日
清
水
医
院
宮
@
2
8
8
3

乳

同

九

健

診

…

@

4
月
9
日

町

体

育

館

午

後

1
時

1

2
時
対
象
は
昭
和

ω年
5
月、

8

A
、
日
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

献

血

①
4
月
汁
一
日
町
体
育
館
什
下
人
川
9
時

却
分
j
ロ
時
マ
出
海
公
民
館
午
後
1

時
却
分
j

2
時
刊
分
マ
昭
和
サ
ボ
ア

一十後
3
時
j

4
時
日
分

日
不
用
品
人
買
い
上
げ
自

①
4
月
ロ
日
各
連
絡
所
ば
午
前
Q
U
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
。
買
い

上
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。
印
鑑
を
ご

払
参
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
@
狂
犬
病
予
防
注
射

①
4
月
比
日
l
M
日
犬
の
登
録
及
び

年
犬
病
予
防
注
射
を
前
記
の
期
間
に
行

い
ま
す
。
登
録
料
金
比
一
一
頭
二
千
百
円
、

注
射
料
金
は
二
千
二
百
円
で
す
。
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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人
生
の
め
ぐ
り
合
い

ー
郡
保
育
会
話
周
年

1

ルポ@一宮長虜日記抄

二
月
一
一
十
三
日
、
口
三
月
九
日
、
中
央
公
民
館
で
第
十
九
回
長
浜

沖
浦
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
口
町
公
民
館
研
究
大
会
が
開
か
れ
、
部
落
館
長
、

ィ
セ
ン
タ
ー
で
喜
多
口

P
T
A
、
愛
護
班
、
婦
人
会
な
ど
む
よ
そ
二
百

郡
保
育
会
三
十
五
周
口
人
が
参
加
し
た
。
「
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た

年

記

念

式

典

が

開

か

口

公

民

館

の

運

営

と

実

践

活

動

を

ど

う

進

め

て

れ

、

郡

内

か

ら

関

係

口

い

く

者

百

二

十

人

が

参

加

口

か

」

し

た

。

元

保

育

所

長

己

を

大

の

小

泉

周

さ

ん

の

「

人

口

会

主

生

の

め

ぐ

り

合

い

」

口

題

に

、

と

題

し

た

講

演

が

行

口

熱

心

わ
れ
、
「
保
育
今
昔
」
白
に
討
議
さ
れ
、
小
田

と
い
う
テ
l
マ
で
意
口
貞
夫
N
H
K
放
送
部

見
交
換
を
し
て
=
一
十
口
長
の
講
演
が
行
わ
れ

五
周
年
を
祝
っ
た
。
口
た
。

「」

これからの地域づくり
~公民館萌究大会~

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

平
和
へ
の
歌
声

1
わ
ら
び
座
長
浜
講
演

1

一
一
一
月
五
日
、
長
浜

高
校
体
育
館
で
「
わ
ら

び
座
」
が
七
年
ぶ
り
に

講
演
。
お
よ
そ
五
百
人

が
観
賞
し
た
。
「
美
し

い
山
河
を
愛
し
、
人
間

の
ム
叩
の
尊
さ
を
歌
っ

た
」
自
由
へ
の
讃
歌

の
合
唱
や
「
光
あ
ふ

れ
で
春
よ
み
が
‘
え
れ
、

希
望
に
み
ち
て
ム
己

を
テ
l
マ
と
し
た
あ

ら
ぐ
さ
の
花
た
ち
の

民
族
舞
踊
に
盛
ん
な

拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

!) 

」与{ko

「
l
l」口
二
一
月
十
二
日
、
港

口
湾
セ
ン
タ
ー
で
第
二

口
回
防
火
訓
練
を
実
施
。

口
港
湾
セ
ン
タ
ー
に
勤

口
務
す
る
お
よ
そ
二
十

口
人
が
参
加
し
て
、
通

口
報
、
消
火
、
避
難
誘

口
導
な
ど
の
役
割
分
担

口
で
、
消
火
栓
ホ
i
ス

口
を
使
っ
て
訓
練
し
た
。

口
ま
た
、
消
防
署
職
員

口
が
「
消
火
器
の
使
い

口
方
」
の
指
導
を
し
て
、

口
実
際
に
消
火
し
、
一
非

口
常
時
に
備
え
た
。

消
火
器
の
使
い
方

i
港
湾
セ
ン
タ
ー
防
火
訓
練
j

波
勃
発
全
滅
ノ
大
惨
状
ヲ
新
聞

紙
上
ニ
見
テ
驚
ク
右
古
今
稀

有
ノ
大
悲
惨
ヲ
見
ル
東
京
ノ
大

建
造
物
等
火
災
崩
壊
人
畜
ノ
死

傷
無
算
(
後
略
)

関
東
大
震
災
は
九
月
一
日
午

前
十
一
時
五
十
八
分
に
起
こ
り
、

=
府
八
県
の
死
者
九
万
人
、
負

傷
者
十
万
人
、
破
壊
焼
失
戸
数

六
十
八
万
戸
、
全
潰
一
万
四
千
戸
に
及

び
、
通
信
が
と
ぎ
れ
て
新
聞
も
三
臼
に

き
た
の
で
あ
る
。

同
年
九
月
五
日
朝
神
拝
食
事
シ
テ

新
聞
ヲ
見
テ
東
京
地
方
ノ
状
況
ヲ
憂
フ

正
午
郵
便
集
配
人
来
リ
新
聞
ヲ
見
ル
ニ

益
々
惨
状
戦
懐
ヲ
極
ム
東
京
ノ
変
災

状
況
ヲ
想
像
、
ン
テ
唯
呆
然
タ
リ

大
正
十
五
年
十
二
月
十
一
一
日
(
前
略
)

下
田
村
長
ヨ
リ
来
十
五
日
聖
上
陛
下
ノ

御
不
例
御
平
癒
祈
穣
ノ
為
村
民
一
般
各

神
社
へ
参
拝
ス
ル
旨
ノ
通
知
ア
リ
(
後

略
)同
年
十
二
月
十
四
日
(
前
略
)
明
日

祈
鵡
(
陛
下
ノ
重
大
病
気
御
平
癒
ノ
為

メ
)
準
備
ノ
為
メ
時
間
消
費
夜
半
ニ
到
ル

同
年
十
二
月
十
五
日
朝
三
時
ヨ
リ

起
キ
テ
身
ヲ
清
メ
祈
祷
準
備
シ
午
前
九

時
半
学
校
生
徒
一
同
参
拝
ア
リ
早
天
ヨ

リ
氏
子
ノ
参
拝
陸
続
タ
リ
(
後
略
)

同
年
十
二
月
二
十
五
日
(
前
略
)
天

皇
陛
下
今
朝
一
時
二
十
五
分
御
崩
御
ト

云
事
ヲ
伝
聞
シ
テ
帰
ル
後
区
長
ヨ
リ

モ
通
知
ヲ
受
ク
(
後
略
)

大
正
十
年
三
月
十
八
日

今
朝
起
キ
テ
炊
事
シ
水
浴

食
事
シ
直
ニ
事
務
所
へ
出

頭
役
場
ヘ
到
リ
電
燈
希

望
申
込
ヲ
ナ
シ
置
キ
(
後
略
)
電
燈
申

込
左
ノ
如
、
ン
神
社
五
燭
一
自
家
八
燭

一
臨
時
十
燭
一

六
十
四
年
前
に
電
燈
が
つ
い
た
。

大
正
十
一
年
四
月
一
日
豊
茂
相
生
両

村
ノ
合
併
大
和
村
成
立
本
日
ヨ
リ
実

ル也
ふ
れ
M

同
年
四
月
二
日
(
前
略
)
相
生
校
ノ

合
村
式
場
へ
参
ル
此
時
漸
ク
豊
茂
ノ
議

員
区
長
学
校
職
員
(
校
長
、
菊
地
)
=
一

十
名
余
相
生
ノ
旧
議
員
区
長
其
他
表
彰

者
共
百
二
、
三
十
名
ノ
集
合
来
賓
ト
シ

テ
ハ
郡
長
郡
書
記
井
上
ヲ
引
率
シ
各
村

ノ
駐
在
巡
査
新
聞
記
者
学
校
職
員
神
職

僧
侶
等
百
四
、
五
十
名
ナ
リ
先
ツ
郡
長

ノ
臨
時
代
理
村
長
ニ
菊
地
亀
三
郎
助
役

ニ
中
野
浩
収
入
役
ニ
菊
地
登
ヲ
任
命
ア

リ
テ
郡
長
ノ
告
辞
村
長
ノ
答
辞
有
志
ノ

祝
詞
演
説
松
本
栄
治
、
西
山
幸
蔵
、
上

回
徳
十
郎
、
一
宮
長
房
、
久
保
松
太
郎
、

菊
地
八
重
吉
、
新
聞
記
者
等
ノ
演
説
ニ

テ
閉
式
旧
両
村
ノ
功
労
者
表
彰
式
ア

リ
(
後
略
)

大
正
十
二
年
九
月
三
日
(
前
略
)
東

京
ヲ
中
心
ニ
関
東
八
際
大
地
震
火
災
津

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

久
保
七
郎
)
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表

彰

卒
業
本

満
野
公
介
さ
ん

監
査
委
員
永
年
勤
続

町
監
査
委
員
の

満
野
公
介
さ
ん
(
六

九
)
H
写
真
U
は、

監
査
委
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
職

務
に
精
励
、
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
二
月
二
十
一
日
松
山
市
で
開
か
れ

た
第
三
十
八
回
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員

協
議
会
総
会
の
席
上
、
山
崎
福
馬
同
協

議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
三
佐
子
さ
ん

長
浜
婦
人
会

資
源
愛
護
@
住
民
活
動

置盟国盟国表彰@スポーツ

二
月
十
八
日
、

宇
和
町
中
央
公
民

館
で
昭
和
六
十
年

度
資
源
愛
護
・
住

民
活
動
推
進
大
会

が
関
か
れ
、
豊
茂
の
菊
地
三
佐
子
さ
ん

H
写
真
リ
と
長
浜
婦
人
会
(
大
田
恒
代

会
長
)
が
、
大
野
和
愛
媛
県
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
大
洲
地
方
協
議
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
さ
ん
は
、
太
陽
の
お
母
さ
ん
運

動
推
進
協
議
会
の
理
事
と
し
て
社
会
奉

仕
活
動
を
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
、
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
と

と
も
に
、
親
和
国
里
親
の
会
会
長
と
し

て
毎
年
夏
に
里
親
と
し
て
里
子
を
引
き

受
け
、
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
に
温
か

い
手
を
さ
し
の
べ
て
社
会
福
祉
活
動
に

功
績
が
あ
っ
た
た
め
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。ま
た
、
長
浜
婦
人
会
は
昭
和
二
十
六

年
に
結
成
以
来
、
町
内
の
公
園
、
道
路
、

海
水
浴
場
、
集
会
所
な
ど
の
清
掃
活
動

を
率
先
し
て
行
う
と
と
も
に
、
古
新
聞
な

ど
を
回
収
し
て
省
資
源
活
動
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

岡
本
さ
ん
ら
日
人

公
民
館
優
良
役
職
員

=
一
月
九
日
、
中
央
公
民
館
で
第
十
九

団
長
浜
町
公
民
館
研
究
大
会
が
聞
か
れ
、

永
年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
、
地
域
社

会
教
育
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方

々
は
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

一
色
壮
一
、
石
田
忠
勝
(
以
上
長
浜

公
民
館
)
三
村
石
造
(
青
島
公
民
館
)

黒
田
正
九
郎
(
沖
浦
公
民
館
)
伊
藤
要

私
(
今
坊
公
民
館
)
久
井
貞
治
郎
、
奥

嶋
幸
雄
(
大
和
公
民
館
)
清
水
行
雄
(
白

滝
公
民
館
)
渡
辺
利
邦
(
柴
公
民
館
)

岡
本
武
子
(
戒
川
公
民
館
)

渡
部
さ
ん
ら
4
人、
5
団
体

駅
伝
大
会
に
功
績

二
月
十
六
日
開
か
れ
た
第
二
十
回
長

浜
駅
伝
競
走
大
会
で
、
次
の
方
々
は
駅

伝
大
会
に
多
年
に
わ
た
り
功
労
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
表
彰
お
よ
び
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

{
功
労
賞
}
渡
部
孝
雄
(
松
山
西
中
教

諭
)
一
表
彰
]
吉
田
体
協
、
大
洲
体
協
、

長
浜
高
校
陸
上
部
{
感
謝
状
}
大
成
益

男
(
松
山
市
)
川
田
充
義
、
大
塚
邦
彦

(
以
上
下
須
戒
)
長
浜
町
連
合
青
年
団
、

長
浜
婦
人
会

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
に

河
井
昭
昌
分
団
長

内
助
の
功
は
久
保
田
、山
口
さ
ん

三
月
十
六
日
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
昭
和
六
十
一
年
消
防
出
初
式
が
聞

か
れ
、
消
防
活
動
に
功
労
・
功
績
の
あ

っ
た
次
の
方
々
は
、
同
出
初
式
の
席
上

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
敬
称
略

・

団

員

表

彰

…

{
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}
(
楕
績
章
)

河
井
昭
日
日
(
出
海
)
マ
(
勤
続
章
)
播

磨
明
、
金
井
輝
丸
、
山
本
詮
季
(
以
上

青
島
)
松
岡
寛
一
、
末
広
功
男
、
中
村

多
志
男
(
以
上
櫛
生
)
{
愛
媛
県
知
事

表
彰
}
(
功
労
章
)
榊
原
啓
助
(
長
浜
)

平
田
勝
男
(
白
滝
)
{
愛
媛
県
消
防
協
会

長
表
彰
]
(
功
績
章
)
松
岡
寛
二
櫛
生
)

マ
勤
続
章
(
二
十
年
以
上
)
合
田
正
憲

(
長
浜
)
井
上
義
治
(
沖
浦
)
東
伊
佐

男
(
今
坊
)
浮
井
融
(
須
沢
)
平
野
巌

(
出
海
)
中
川
敏
男
(
下
須
戒
)
矢
野

武
則
(
戒
川
)
徳
山
増
司
(
柴
)
マ
勤

続
章
(
十
五
年
以
上
二
十
年
未
満
)
亀

井
福
男
(
長
浜
)
叶
岡
亀
(
上
老
松
)

西
本
幸
雄
(
長
浜
)
竹
田
謙
伸
(
須
沢
)

上
田
義
次
(
柴
)
泉
栄
治
郎
(
沖
浦
)

中
伊
勲
(
今
坊
)
{
家
族
内
助
の
功
表

彰
]
久
保
田
由
子
(
久
保
田
奈
臣
白
滝

分
団
第
一
部
班
長
の
妻
)
山
口
ハ
ツ
エ

(
山
口
満
男
大
和
分
団
第
三
部
団
員
の

妻
)
{
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表

彰
}
勤
続
章
(
八
年
以
上
)
上
中
昭

彦
(
沖
浦
)
日
野
清
市
、
水
沼
力
男
、

竹
岡
都
良
(
以
上
下
須
戒
)
城
戸
幸
太

郎
、
菊
地
啓
太
(
以
上
豊
茂
)
清
水
登

志
男
(
白
滝
)
マ
規
律
章
(
七
年
以
上
)

小
西
秀
喜
(
沖
浦
)
西
岡
平
(
長
浜
)

播
本
イ
ツ
ミ
(
青
島
)
谷
上
一
志
、
高

岡
利
久
、
亀
井
実
、
松
岡
憲
二
、
松
田

紘
一
(
以
上
今
坊
)
有
友
正
博
、
水
沼

和
弘
(
以
上
櫛
生
)
橋
本
宏
尚
、
尾
野

幸
弘
、
酒
域
医
、
篠
田
高
夫
、
後
藤
世

紀
(
以
上
出
海
)
城
本
誠
一
(
戒
川
)

{
長
浜
町
長
表
彰
}
(
精
勤
章
)
上
川

峯
生
、
久
保
幹
男
、
武
田
広
見
(
以
上

黒
田
)
菊
地
郁
哉
(
長
浜
)
平
岡
崇
雄
、

鎌
田
修
、
東
建
司
、
上
回
謙
次
、
上
田

栄
太
郎
、
丸
井
幸
造
(
以
上
今
坊
)
池

本
光
弘
、
清
水
康
則
、
山
本
広
明
、
玉

井
義
宣
、
大
本
茂
、
菊
地
秀
明
、
松
浦

藤
清
、
清
水
茂
(
以
上
櫛
生
)
中
野
健

一
、
浜
田
勝
徳
(
以
上
須
沢
)
門
口
宏

和
、
石
山
学
、
玉
井
幸
人
、
藤
井
一
彦
、
畑

山
真
一
郎
(
以
上
出
海
)
大
石
定
(
下

須
戒
)
成
光
定
次
(
上
老
松
)
宇
都
宮

芳
文
、
松
本
順
二
(
以
上
豊
茂
)
清
水

茂
唯
(
戒
川
)
坪
内
繁
昇
、
山
下
友
和
、

福
原
幸
夫
、
小
西
久
則
、
山
城
恒
雄
、

西
宮
耽
一
(
以
上
柴
)
崎
岡
誠
市
、
鎌

田
義
兼
、
上
野
幸
男
(
以
上
白
滝
)
{
長

浜
町
消
防
団
長
表
彰
}
(
精
勤
章
)
二

宮
治
源
ほ
か
八
十
七
人
。

同長.無-
櫛 i兵・.1.
生分:九:

富岡:災:….  
実言;分;
和史:団j

面向表:
百喜:彰:
滝多‘・
分灘
回分

第
却
団
長
浜
駅
伝
競
走
大
会

長
浜
体
協
A
5
位

部
チ
l
ム
健
脚
競
う

第
二
十
回
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
二

月
十
六
日
聞
か
れ
、
一
部
(
実
業
団
・

ク
ラ
ブ
)
二
十
七
チ
!
ム
、
二
部
(
町

内
職
域
)
四
チ
l
ム
、
三
部
(
高
校
)

五
チ
l
ム
あ
わ
せ
て
三
十
六
チ
l
ム
が

参
加
し
て
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
チ
1
ム
の
成
績
は
次
の
通

h
リ
。

{
一
部
}
①

帝
友
ク
ラ
ブ

1
時
間
却
分
担
秒
②
丸
石
走
友
会
1
時

間
担
分
出
秒
③
伊
予
市
体
協
A
1
時
間

泊
分
団
秒
④
吉
田
体
協
1
時
間
泊
分
四

秒
⑤
長
浜
体
協
A
1
時
間
出
分
担
秒
⑥

東
予
市
体
協
A
1
時
間
泊
分
叩
秒

{
ニ
部
}
①
長
浜
中
・
高
ど
ん
ぐ
り
l

ず
1
時
間
的
分
必
秒
②
消
防
長
浜
1
時

間
日
分
認
秒
{
三
部
}
①
内
子
高
校
1

時
間
幻
分
H
秒
②
帝
京
第
五
高
校
1
時

間
認
分
自
秒

総

合

成

績

町体育館前をスタートする第一走者



-8 

保〉岸本印刷印刷昭和61年4月1日発行(毎月 1日発行)昭和61年 4月号広報なか、はま

引
っ
越
し
の
と
き

電
気
もお
忘
れ
な
く

あ
ら
か
じ
め
、
引
っ
越
し
さ
れ
る

日
時
を
最
寄
り
の
四
国
電
力
営
業
所

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご

連
絡
の
際
に
は
住
所
、
名
前
と
と
も

に
需
要
家
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
需
要
家
番
号
は
「
電
気
ご
使
用

量
の
お
知
ら
せ
」
や
「
電
気
料
金
領

収
証
」
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

(
四
国
電
力
)

寄
付
探
納

O
長
浜
町
連
合
婦
人
会
・
・
・
両
手
鍋
三
個
、

ス
テ
ン
レ
ス
制
米
あ
げ
三
個
を
長
浜

町
中
央
公
民
館
へ
。

O
大
和
保
育
所
母
の
会
:
・
ス
テ
レ
オ
一

台
を
大
和
保
育
所
へ
。

O
櫛
生
保
育
所
昭
和
六
十
年
度
卒
園
児

保
護
者
一
同
:
・
布
製
紅
白
ボ
l
ル一一一

百
個
を
櫛
生
保
育
所
へ
。

O
櫛
生
保
育
所
母
の
会
・
児
童
文
庫
用

本
立
、
万
国
旗
を
櫛
生
保
育
所
へ
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

長
中
却
周
年
記
念
事
業

長
浜
中
学
校
統
合
二
十
周
年
記
念
事

業
が
P
T
A
、
父
兄
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
頂
い

た
寄
付
金
は
総
額
で
四
百
七
十
六
万
七

千
七
百
円
で
、
記
念
式
典
、
体
育
館
用

ス
チ
ー
ル
製
パ
イ
プ
い
す
な
ど
の
購
入

や
記
念
誌
な
ど
の
製
作
費
に
使
わ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
紙
上
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

松下仁奈黒今上今
山須良 老
市戒久市田坊松坊

中
野
邦
彦
(
一
一
五
)

西
村
里
美
(
二
七
)

後
藤
直
樹
(
二
二
)

中
川
佐
登
江
(
二

O
)

川
田
公
康
今
ヱ
ハ
)

笹
田
優
子
(
二
六
)

中
川
増
男
(
四
三
)

石
田
ミ
サ
ヲ
(
凹
ニ

出長今長沖沖柴長白須

浜滝沢

西
岡
ム
メ
ヱ

木
下
イ
マ
ヨ

冨
永
荘
一
二
郎

谷
本
正
一

中
嶋
コ
ミ
チ

井
上
キ
ヨ
カ

大
西
千
里

井
上
喜
伴

水
本
キ
ヨ
ノ

船
木
キ
ミ
コ

(
八
六
)

(
七
八
)

(
七
一
)

(一一七)

(
八
六
)

(
八
六
)

(
七
九
)

(九
O
)

(
七
五
)

(八一一一)

妙|語
2
月
の
ト
y
プ
は

久
保
敏
彦
智
枝
さ
L

凡
の
カ

y
プ
ル

大黒住

月斤

氏

名

婚

咽

届

時

年

齢

久
保
敏
彦
(
一
九
)

中
野
智
枝
(
一
九
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

豊長長仁長黒柴沖住

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

保
護
者
氏
名
続
柄
児
名

西

崎

初

夫

四

男

稔

高

橋

建

一

長

男

芳

一

和

田

英

侍

長

男

幹

春

丸

井

清

隆

長

女

佳

苗

島
田
千
代
一
二
女
優
子

尾

上

英

二

長

男

英

人

回

湖

一

昭

長

女

恵

岡

本

陸

生

二

男

章

宏

i毎 j兵坊浜 i甫 i甫

越田

浦所茂浜 J兵久浜田
お
く
や
み

白住

2
月
屈
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

坂
石
サ
カ
ヱ
(
八
四
)

量~~私品 3 分間のまごころ手帳
、，，{6智§母
鑓盤・::J~す...... 

電話をかけにくい方に「電話お原品、手帳J
を役場を通じてお届けしています。手帳を出

された時には、ぜ、ひ3分のまごころ運動にご

協力をお願いいたします。

NTT伊予長浜電報電話局窓116番

1竜所

4 )j 1日は 4月馬鹿(エー

プリルブール)万J号、節とも言

う。ヨーロソパから伝来した

風宵でこの日は社会秩序を舌し

さぬ程度の瞭なら言っても差

支えないというもので、かな

り青少年男女の間には普及し

ているようだ。しかし年のせい

かあまり興味はない。瞭っぱ

ち、暁っき、嘘の皮、嘘八百な

ど嘘を干すっては良くなし、。嘘

をつくとエンマに舌を抜かれ

ると主文えらオ工たヵ、ら丈fろう。

「嘘もお使」とも言われるが

&.月日のたつのは早い t
もので、 会月は往き、二月は f
逃げ、三月は去り、一年の四 2
分の があっという問に過ぎ F

た。時は花笑い烏歌う好季節、正

進学や就職の喜びにi勇き返っ

てし、るoA 方ではIλJlLi未来が

開通して早や一ヶ月。 海岸田

りから急行や特急が消え、取り

残された思いがする。長浜町

は町民の生活安定と町の飛躍引

を原品、第二次開発事業の埋立 L

てが行われ期待は大きし'0 '(i 

A 官庁や教育界は人事異動の「

時、町民の期待に答え、信頼

と心のふれ合いを深める斬新

な人事を断行し、住よく豊か

な町造りを進めて欲ししミ。国

の内外は多事多難、新年度を

迎え町民一丸となり町発展の

為に総力をii:ぎ明日を築こヰ

つo I 

ゑ
務
移

民
無
謀
説ゑ考

入
園
、
入
学
、
新
入
社
員
な
ど
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
桜
の

花
も
新
し
い
門
出
を
祝
っ
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
今
年
度
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
て
、
広
報
な
が
は
ま
に
対
し
て
の

ご
意
見
や
町
行
政
に
つ
い
て
の
ご
要
望

な
ど
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
モ
ニ
タ
ー
制

度
も
昭
和
六
十
年
度
で
終
ら
せ
て
項
き

ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
明
る
い
話
題
を
お

届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
で
み
ん
な
が
知
事
Z
4出
し
合
い
、

進
歩
自
由
夢
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
な
ど

開
い
て
町
づ
く
り
、
村
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
我
が
町
も
早

く
過
疎
の
町
か
ら
脱
却
し
て
活
気
を
と

り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。
(
お
)

数

人口をふやしましょう

3月 1日現在 前月との比較

12，176人 9人減
人 口 (男 5m) C~人増)女 6，428人 10人減

世帯数 3，855世帯 1世帯減

帯世口人


